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1. はじめに 

近年，スマートハウスを代表例として，住宅やオフィス

等の屋内の電子機器や家電機器をネットワークに接続

し，記録・制御を行う技術に対して大きな注目を集めて

いる．我々は，スマートハウスのような環境においてドア

を通過したユーザを識別し，個人に適応した室内環境

の設定等を行うシステムの開発を目標としている．本研

究ではドアの開け方の「癖」に着目した個人識別手法を

提案する．具体的には，ドアに装着された加速度センサ

から収得された加速度データをShapeletを使い分類し，

個人を識別する手法を提案する． 

2. Shapelet とその抽出手法 

Shapelet とは時系列データの各分類における特徴的

な波形を表現している部分時系列である．個人識別に

おいてドアの開閉の癖を Shapelet として抽出することで，

個人の開閉動作の違いを明確に表現できると考える．

従来手法である kshapelets[1]では訓練データ全体から

抽出された Shapelet を用いているが，本研究では分類

クラスラベルごとに上位 k 件を抽出することでクラスごと
の特徴的な波形の抽出を行う．各分類クラスから同一の

数の Shapelet を取り出すことで，各時系列データは正

確にその特徴を表現することができる．クラス c に所属
する訓練データから Shapelet を抽出する手法について

簡単なアルゴリズムを Algorithm 1に示す． 

Algorithm 1 

1. クラス c に所属する訓練データセット Dc から部分

時系列 siを抽出する． 

2. 各部分時系列 siにおいて 3.～4.を繰り返す． 

3.   訓練データセット D内の時系列データ trainjと 
部分時系列 siの距離 di,jを算出し，距離行列 

Aを作成する． 

4.   距離行列 Aに対して情報量を算出し，部分 

時系列 siの品質として記録する． 

5. すべての部分時系列 si を情報量においてソート

し，上位 k件を抽出する． 

ここで，𝐿 > 𝑙 となるような長さ Lの訓練データ Djと長

さ lの部分時系列 siの距離は次のように定義される 

      𝑑𝑖,𝑗 = min
𝑡𝑘∈𝐷𝑗

{𝑑𝑖𝑠𝑡(𝑠𝑖 , 𝑡𝑘)}     (1) 

式(1)は，時系列データ Dj 内の各部分時系列 tk と部

分時系列 si の距離の最小値を時系列データ Dj と部分

時系列 siの距離と定めている．ここで，関数 distはユー
クリッド距離である． 

3. 個人識別手法 

次に Shapeletを用いた特徴抽出と個人識別手法を簡

単に示す．時系列データ Dj について，抽出された各

Shapelet との距離を算出し，それらの距離配列を時系

列データ Dj の特徴ベクトルとする．未分類の時系列デ

ータの特徴ベクトルと訓練データの時系列データの特

徴ベクトルとの距離を計算し，最近傍法で分類ラベルを

求める．図１に分類までの流れを示す． 

図１：提案システムの流れ 

4. 実験 

評価実験では，加速度センサ（アルプスアルパイン社

製，センサネットワークモジュール開発キット）をドアに接

着し，ドアが動く方向の 1軸の重力加速度のみを抽出し

た．3 つの実験パターンを通して kshapelets との比較を

行った．3つの実験パターンについて示す． 

1. レバーハンドル型の開き戸（実験参加者：5 人） 

2. レバーハンドル型の開き戸（実験参加者：8 人） 

3. 握り玉型の開き戸（実験参加者：3人） 

 それぞれの実験パターンにおいて，実験者はドアを

10往復し，最初の 5回を訓練データ，残りの 5回をテス

トデータとした．実験結果について表 1に示す． 

表１:従来手法と提案手法の比較結果 

実験パターン 従来手法[%] 提案手法[%] 

1 60.0 62.0 

2 46.3 65.0 

3 46.7 66.7 

5. まとめ 

本研究ではドアの開閉動作を加速度センサにより測

定し，Shapelet による特徴抽出を用いた個人識別手法

を提案した．今後の課題として，分類精度の向上と家電

機器などの屋内機器への応用を進めることが挙げられ

る． 
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